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近年、スマートフォンアプリケーションの

利用が急激に広がっており、それら媒体の変

化や消費者の変化とともにマーケティングは

進化してきた。現在重要視されているデジタ

ル媒体のマーケティングという点でスマート

フォンアプリの利用者を把握することがマー

ケティングにおいて有用性が高い。アプリ運

営者は利用者を把握し、正しい戦略を講じ、

利用者に継続的に利用し続けてもらう必要が

あるが、そういったスマートフォンアプリの

起動に着目した研究は少ない。 

 本研究では階層ベイズモデルによりスマー

トフォンアプリケーションの起動間隔をモデ

ル化し、利用者行動の把握と起動間隔予測を

行った。 

個人を 𝑖 、起動回数を 𝑗 とすると、起動間隔

𝑦 = 𝑡(ାଵ) − 𝑡は以下のパラメータ𝜆の指数

分布に従うと仮定する。 

  𝑓൫𝑦ห𝜆൯ = 𝜆 exp൫−𝜆𝑦൯,   𝑗 = 1 … 𝑇  ⋯ (1) 

ただし、𝑡は起動の時間とし、右側切断され

た最後の起動間隔𝑦் = 𝑇 − 𝑡は(2)となる。 

    𝑆(𝑦்|𝜆) = exp൫−𝜆𝑦൯      ⋯ (2) 

𝜆は共変量ベクトル𝒙とパラメータベクトル

𝜷の組み合わせを𝜆として(3)で定義する。 

   𝜆 = 𝜆 exp ൭ 𝑥𝛽



ୀଵ

൱ = exp൫𝒙
ᇱ 𝜷൯ ⋯ (3) 

「一時的」「経時的」要因を時間要因共変量

としてモデルに組み込んだ（[1]参照）。ま

た、属性や起動回数の時系列クラスタリング

を行い（[2]参照）、その情報を異質性として

階層モデルに組み込む。個人 𝑖 の尤度関数は 

𝐿൫𝜷ห𝑦 , 𝑥൯＝ ෑ 𝑓൫𝑦ห𝜆൯
௩ೕ
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(ଵି௩ೕ)



ୀଵ

 

= exp ቐ 𝑣𝑥
ᇱ 𝜷𝒊
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ቑ.  

   𝐿൫𝜷ห𝑦 , 𝑥൯ = ෑ 𝐿൫𝜷ห𝑦 , 𝑥൯  

ே
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 ⋯ (4) 

ただし、൝
𝜈ଵ = 1 ൫𝑦が右側切断の場合൯   

𝜈 = 0 (𝑦が右側切断ではない場合)
 

実際の間隔と上記のモデルから得られた推

定値から MSE を算出し、分析結果を比較し

た。その結果、最終的に時間要因共変量、ク

ラスタリング指標、属性データの全てを階層

ベイズモデルの異質性としてモデルに組み込

んだモデルが最も推定精度が高いことが示さ

れた。つまり、一時効果や経時効果といった

時間要因共変量をモデルに組み込む重要性や

個人の異質性を考慮する必要性が Web アクセ

スの先行研究と同様にスマートフォンアプリ

においても示唆された。さらに新たに個人の

異質性をクラスタリング指標や属性によって

階層ベイズモデルに組み込むことにより精度

が高まることが示唆された。このことはスマ

ートフォンアプリの研究においてもクラスタ

リング指標や属性をモデリングに利用する価

値がある可能性を示唆した。 
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